
東京都ジュニアバドミントン連盟規約 
 
第 一 条（名称）   本会は東京都バドミントン協会の支部にして、東京都ジュニアバドミントン

連盟と称す。 
第 二 条（事務局）   本会の事務所は東京都国分寺市南町 3－28－7 ラケットショップフジ本部に

置く。 
第 三 条（目的）    本会は都内ジュニアバドミントン団体の中枢機関となり、ジュニアバドミン

トンの健全な普及発展ならびに次代をになうプレーヤーの育成を図り、併せ

て青少年体育活動に寄与することを目的とする。 
第 四 条（事業）    前条の目的を達成するために下記の事業を行う。 

1、ジュニアのための各種競技会の開催 
2、競技および技術の指導 
3、ジュニアバドミントンに関する調査研究 
4、その他本会の目的を達成するために必要な事業 

第 五 条（会員）    本会の会員は都内ジュニアバドミントン団体の指導者と 15 歳以下の競技者

または理事会が推薦する個人とする。 
第 六 条（会の脱退）  会員は会長に届け出て脱退することができる。 

会員が次の場合に当たるとき、会長は理事会の議を経て退会させることがで

きる。 
1、会員がジュニアでなくなったとき。 
2、本会の秩序を乱したとき。 
3、故なくを滞納したとき。 
4、活動場所並びに居住が都内にないと認められたとき 
5、道府県に登録され、登録規程に違反があるとき 

第 七 条（役員）    本会に下記の役員を置く。 
会  長 １名 
副会長  若干名 
理事長  １名 
副理事長 若干名 
常任理事 若干名（会計担当１名を含む） 
理  事 若干名 
監  事 ２名 
評議員  若干名 

第 八 条（会長）    会長は総会に於いて推薦する。 
             会長は本会を代表し会務を総理する。 
第 九 条（副会長）   副会長は総会に於いて推薦し、会長がこれを委嘱する。 
             副会長は会長を補佐し会長事故あるときは会長の職務を行う。 
第 十 条（理事長・副理事長）理事長および副理事長は理事が互選し、会長がこれを委嘱する。 
             理事長は会長の命を受けて会務を執行する。 
             副理事長は理事長の補佐し理事長事故あるときは会務を執行する。 



第 十 一 条（常任理事）  常任理事は理事会が推薦し、会長がこれを委嘱する。 
             常任理事は常任理事会を組織し理事長を補佐する。 
第 十 二 条（理事および監事）理事および監事は総会の議を経て選任し会長がこれを委嘱する、なお会

長が必要と認めたときは理事会の議を経て若干名を委嘱することができる。 
            理事は理事会に於いて本会の会務を掌る。 

監事は本会の資産及び財務を監査する。 
理事および監事は評議員を兼ねることができない。 

第 十 三 条（役員の任期）役員の任期は 2 年とし、重任を妨げない。 
第 十 四 条（評議員）  評議員は各加盟団体より代表 1 名を選出し、会長これを委嘱する。 
第 十 五 条（名誉会長）  会長の諮問に応ずるため、総会の議を経て名誉会長 1 名、顧問、参与、相談

役若干名を置くことができる。 
            任期は 2 年とし、重任を妨げない。 
第 十 六 条（役員の補充）補充役員の任期は前任者の残任期間とし、増員による役員の任期は他の役員

の任期間とする。 
第 十 七 条（事務局長）  本会の会務を処理するため事務局長を置くことができる。 
                   事務局長は理事会の決議により常任理事の中より会長これを任命する。 
第 十 八 条（総会）    総会は定期総会および臨時総会とする。 
                   総会は会長、副会長、理事長、常任理事、理事、監事および評議員並びに以

上の者の代理人（以下構成員という）をもって構成する。 
第 十 九 条（総会付議事項）定期総会では次の事項を決定する。 
                     1、事業並びに収支決算報告の承認に関する事項 
                    2、予算編成並びに事業計画に関する事項 
                    3、規約の改正に関する事項 
                    4、役員の選出に関する事項 
                     5、重要な財産の処分または重大な義務の負担に関する事項 
                     6、その他理事会に於いて総会に付することを適当と認めた事項 
第 二 十 条（総会の招集）総会は会長がこれを招集する。 
第二十一条（議長の選出）総会の議長は会長これに当たり、会長の不在のときは出席した構成員の中か

ら選任する。 
                  議長は総会の秩序は保持し議事を整理する。 
第二十二条（総会の成立）総会は構成員の半数以上が出席（含委任状）しなければこれを開くことがで

きない。 
                  総会における議決権は出席した構成員（含委任状）につき 1 個とし議事はそ

の過半数をもって決する。 
可否同数のときは議長の決する所ところによる。 

第二十三条（理事会および常任理事会）理事会は理事長、副理事長、常任理事および理事を持って組織

し、その議事は出席した役員の過半数をもって決する。 
                   可否同数のときは理事長の決する所ところによる。 
                   理事会は理事長これを招集し総会から委任された事項を審議運営する。 
                  常任理事会は会長、副会長、および常任理事を持って組織し、その議事は出



席者の過半数を持って決する。常任理事会は理事長これを招集し総会および

理事会より委任された事項を審議運営する。可否同数のときは理事長の決す

るところによる。 
第二十四条（会計）      本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり翌 3 月 31 日をもって終る。 
                   本会の経費は会費、寄付金、補助金およびその他の収入による。 
                  本会の資産は会長が管理する。 
                   監事は事業及び財務を監査し、定期総会に於いて監査報告しなければならな

い。 
第二十五条（会費）      本会の会費は別に定める会費規定による。 
第二十六条（規約改正）  この規約の改正は構成員の 3 分の 2 以上が出席した総会に於ける過半数の賛

成をもって議決しなければならない。 
 
付      則 
 
1．この規約は昭和５８年７月１５日から施行する。 
2．     昭和６３年４月２２日  一部改正 
3．     平成 ２年４月２２日  一部改正 
4．     平成１６年５月３０日  一部改正 
5．     平成２５年４月１３日  一部改正 
 


